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１　

は
じ
め
に

　

津
島
市
は
、
濃
尾
平
野
の
西
部
、
名
古
屋
市
の
西
方
約
一
六
㎞
に

位
置
し
、
昭
和
二
二
年
三
月
に
愛
知
県
下
九
番
目
の
市
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
全
国
に
三
〇
〇
〇
以
上
点
在
す
る
「
津
島
神
社
」
の
総

本
社
の
門
前
町
と
し
て
、交
通
・
経
済
の
要
衝
の
湊
町
と
し
て
、近
世
・

中
世
を
通
じ
て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
内
に
は
数
多

く
の
寺
院
や
、
歴
史
的
な
町
並
み
、
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に

行
わ
れ
る
祭
り
や
、
魅
力
的
な
地
域
資
源
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
三
大
川
祭
の
ひ
と
つ
で
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
お
り
、
織
田
信
長
も
見
物
し
た
記
録
が
あ
る
、
津
島
神
社
の

祭
礼
と
し
て
六
〇
〇
年
以
上
の
伝
統
を
誇
る
「
尾
張
津
島
天
王
祭
」

は
、
毎
年
七
月
第
四
土
曜
日
に
宵
祭
、
翌
日
曜
日
に
朝
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。
提
灯
を
か
か
げ
た
五
艘
の
巻
藁
舟
が
悠
々
と
漕
ぎ
進
み
、
提

灯
の
灯
り
が
水
面
に
揺
ら
め
く
幽
玄
な
世
界
は
、
絢
爛
豪
華
な
時
代

絵
巻
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

　
「
尾
張
津
島
藤
ま
つ
り
」
は
、
毎
年
四
月
中
旬
か
ら
五
月
上
旬
に

か
け
て
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
会
場
の
「
天
王

川
公
園
」
に
は
、
長
さ
二
七
五
ｍ
、
面
積
五
〇
三
四
㎡
の
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
の
藤
棚
が
あ
り
、
爛
漫
と
咲
く
藤
の
姿
と
甘
い
香
り
が
楽
し

定年引上げに関する取組定年引上げに関する取組

定
年
引
上
げ
制
度
施
行
に
伴
う
六
〇
歳
に
達
し
た
職
員
の
活
躍愛

知
県
津
島
市
人
事
秘
書
課
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め
ま
す
。
期
間
中
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
は
一
層
幻
想
的
な
世

界
を
彩
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
秋
の
「
尾
張

津
島
秋
ま
つ
り
」、冬
の
「
開

扉
祭
」
な
ど
、
一
年
を
通
じ

て
祭
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

日
本
の
歴
史
公
園
一
〇
〇

選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
天
王

川
公
園
は
、
官
民
連
携
事
業

第
一
弾
と
し
て
令
和
五
年
に

整
備
し
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ

や
、ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、Ｐ
a
r
k
－
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
「
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
」の
出
店
な
ど
、魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
方
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

２　

六
〇
歳
以
後
の
勤
務
の
意
思
確
認

　

令
和
五
年
度
か
ら
制
度
が
施
行
さ
れ
た
定
年
引
上
げ
に
お
い
て
、
任

命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員
が
六
〇
歳
に
達
す
る
日
の
前
年
度
に

六
〇
歳
以
後
の
任
用
、
給
与
、
退
職
手
当
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

も
の
と
し
、
職
員
の
六
〇
歳
以
後
の
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
に

努
め
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
制
度
改
正
を
見
据
え
、
段
階
的
に
定
年
年
齢
が
引
き
上
げ
と

な
る
令
和
五
年
度
か
ら
一
三
年
度
ま
で
の
期
間
に
六
〇
歳
に
達
す
る
職

員
に
対
し
、
六
〇
歳
以
降
の
自
身
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
令
和
三
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。
約
七
割
の
職
員
が
六
五
歳
ま

で
の
勤
務
を
希
望
し
て
お
り
、
う
ち
半
数
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を
希

望
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
五
歳
到
達
後
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
活
か

す
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
職
員
も
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

３　

高
齢
期
職
員
に
期
待
す
る
役
割

　

条
例
等
の
関
係
例
規
の
改
正
の
ほ
か
、
と
り
わ
け
役
職
定
年
制
に
つ

い
て
は
、
組
織
の
新
陳
代
謝
を
確
保
し
、
組
織
活
力
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

は
、
六
〇
歳
に
到
達
し
た
管
理
職
に
就
い
て
い
る
職
員
は
、
例
外
な
く

非
管
理
職
の
最
上
位
で
あ
る
補
佐
級
（
五
級
）
に
降
任
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
職
定
年
制
に
よ
り
降
任
す
る
職
員
に
対
し
て
、
補
佐
級
職

員
と
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
三
種
類
の
ポ
ス
ト
を
新
設
し
ま
し

た
。
部
長
級
、
課
長
級
、
主
幹
級
の
管
理
職
で
あ
っ
た
職
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
調
整
官
、
専
門
官
、
担
当
官
と
し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。
い
ず
れ

の
ポ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
豊
富
な
知
識
、
技
術
、
経
験
等
を
持
つ
職
員

が
、
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
を
含
む

全
て
の
職
員
の
働
き
方
改
革
に
も
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

調
整
官
は
、
管
理
職
業
務
の
フ
ォ
ロ
ー
や
サ
ポ
ー
ト
、
特
命
的
な
業

務
、
外
郭
団
体
へ
の
派
遣
、
出
先
機
関
の
長
に
従
事
し
ま
す
。
専
門
官

は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
、
専
門
性
を
活
か
し
、
次
世



代
へ
知
見
の
伝
承
の
ほ
か
、
出
先
機
関
の
長
に
従
事
し
ま
す
。
担
当
官

は
、
業
務
担
当
者
と
し
て
課
内
業
務
の
支
援
に
従
事
し
ま
す
。

　

六
〇
歳
以
上
の
職
員
に
期
待
す
る
役
割
は
次
の
と
お
り
と
し
て
い
ま
す
。

（
一
）�
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
、
専
門
性
を
活
か
し
た
、

即
戦
力
と
し
て
の
役
割

（
二
）�

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
、
専
門
性
を
活
か
し
、
自

ら
が
手
本
を
示
す
な
ど
、
若
手
職
員
等
へ
知
見
等
を
継
承
す
る

役
割

（
三
）�

管
理
監
督
職
経
験
を
活
か
し
、
管
理
監
督
職
業
務
を
支
援
す
る

役
割

（
四
）�

管
理
監
督
職
経
験
で
養
っ
た
視
点
を
活
か
し
、
業
務
改
善
や
課

題
に
担
当
と
し
て
取
り
組
む
役
割

４　

市
の
発
展
に
向
け
て

　

当
市
は
現
在
、「
ま
ち
づ
く
り
再
生
」
と
「
子
育
て
支
援
」
の
二
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
生
み

育
て
る
ま
で
、
丸
ご
と
応
援
す
る
た
め
の
「
子
育
て
支
援
ト
ー
タ
ル
プ

ラ
ン
」
と
し
て
、
子
育
て
世
代
応
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
小
中

学
校
給
食
費
完
全
無
料
化
、
一
八
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無

料
化
、
第
二
子
以
降
の
保
育
料
の
完
全
無
料
化
、
保
育
所
等
の
副
食
費

半
額
補
助
、
〇
歳
児
の
紙
お
む
つ
な
ど
の
子
育
て
用
品
が
選
べ
る
無
料

定
期
便
な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て
支
援
、
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
再
生
」
で
は
、
名
鉄
津
島
駅
周
辺
を
正
面
玄
関
と
し

て
位
置
づ
け
、
市
内
の
東
西
南
北
そ
れ
ぞ
れ
の
玄
関
構
想
、
将
来
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
戦
略
「
津
島
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ　

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
！
」
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
官
民
連
携
事
業
第
二
弾
と
し
て
、
津
島
神
社

周
辺
エ
リ
ア
の
観
光
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
活

力
あ
る
魅
力
的
な
「
新
た
な
津
島
市
」
に
向
け
て
、
名
古
屋
駅
ま
で
電

車
で
二
〇
分
台
と
い
う
利
便
性
を
生
か
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開

業
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
見
据
え
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

を
基
軸
に
、
未
来
に
向
け
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
つ
し
ま
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

拠
点
ご
と
の
「
点
」
の
整
備
、
各
拠
点
を
繋
ぐ
「
線
」
の
整
備
、
整

備
地
区
全
体
の
価
値
向
上
に
向
け
た
「
面
」
の
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
点
の
整
備
で
は
、
市
民
へ
の
情
報
発

信
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
た
整
備
計
画
の
策
定
業
務
、
線
の
整
備

で
は
、
拠
点
を
繋
ぐ
用
地
買
収
を
含
め
た
道
路
整
備
等
の
専
門
的
な
知

識
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
に
、
専
門
官
や
担
当
官
の
有

す
る
知
識
や
手
法
等
が
必
要
で
あ
り
、
若
手
職
員
と
一
緒
に
業
務
を
遂

行
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
も

期
待
を
し
て
い
ま
す
。
面
の
整
備
で
は
、
各
拠
点
の
整
備
事
業
が
複
数

の
部
署
や
、
愛
知
県
、
他
自
治
体
、
民
間
事
業
者
等
と
の
調
整
等
に
、

調
整
官
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
期
職
員
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
自
身
の
経
験
等
を
糧
と
し

て
、
気
持
ち
を
新
た
に
公
務
へ
の
貢
献
意
識
、
意
欲
向
上
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
高
齢
期
職
員
と
若
手
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
様
々
な
職
務
経
験
が
資

質
・
能
力
向
上
に
繋
が
り
、
そ
れ
が
組
織
全
体
の
活
力
と
な
り
、
ひ
い

て
は
津
島
市
の
発
展
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


